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国保だより国保だより

　平成30年度国民健康保険特別会計の歳入総額は17億5,840万903円、歳出総額は14億1,190万2,438円でした。
また、単年度収支では、1,921万4,308円の赤字となりました。
　決算状況では、国民健康保険制度を維持するため、平成30年度から市町村とともに都道府県が国保の財政運営
の責任主体となり、国保運営の中心的な役割を担う大規模な制度改正がスタートしたことで、予算および決算は
昨年と大きく変わりました。

医療費を抑制するために

【 歳  入 】17億5,840万903円

　平成30年度の富士見町における国保の一人当たり
の医療費は、319,558円（前年比14,187円増、4.6％
増）でした。
　全国的な医療費は、高度医療や高額薬剤などの影
響により年々増加傾向にあります。
　富士見町でも、被保険者数が昨年度末に比べて156
人減少しましたが、総医療費は約1,890万円増加して
おり、全国と同様の傾向になっています。
　医療費や保険料の抑制のためにも、日ごろからの健
康管理とともに病気の早期発見、早期治療に努めるこ
とが大切です。
定期的に特定健診（※）等を受診しましょう。
※保健センターで行う集団健診や各医療機関に出かけて行う個別健
　診です。

平成30年度 一人当たり医療費と伸び率

国民健康保険特別会計歳入歳出決算額の推移

一人当たり医療費 伸び率

一般国保

退職国保

全　　体

319,339円

343,136円

319,558円

歳入合計
歳出合計

26年度
1,705
1,588

30年度
1,758
1,412

28年度
2,000
1,632

27年度
1,921
1,703

5.1%

▲5.4%

4.6%

【 歳  出 】14億1,190万2,438円

保健事業費
1,765万円（1.3%）

出産育児・葬祭費
458万円
（0.3%）

その他（返還金等）
1,526万円（1.1%）

総務費
3,813万円（2.7%）

保険給付費
9億3,420万円
（66.2%）

保険料
3億2,558万円
（18.5%）

保険給付費等交付金
9億3,410万円
（53.1%）

特別調整交付金
1,631万円
（0.9%）

一般会計繰入金
1億1,579万円
（6.6%）

県事業費納付金
4億208万円
（28.56%）

その他収入（繰越金含む）
3億6,662万円
（20.8%）
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29年度
1,987
1,621

◆人間ドックを受けられた方に補助を行っています。
　（国保加入者）
　・日帰り受診 15,000円
　・一泊受診 30,000円
　・平成30年度実績　日帰り216件、一泊53件
◆平成30年度特定健診等受診者数
　・集団健診 775人
　・医療機関健診 311人
　・保健指導 85人
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